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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年4月18日(2013.4.18)

【公表番号】特表2011-525128(P2011-525128A)
【公表日】平成23年9月15日(2011.9.15)
【年通号数】公開・登録公報2011-037
【出願番号】特願2011-514184(P2011-514184)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  15/16     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  89/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   1/107    (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/78     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  15/01    ＺＮＡ　
   Ｃ０８Ｌ  89/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/09    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   1/107   　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/78    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/10    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/06    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月27日(2013.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィブリンではないタンパク質またはポリペプチドであることを条件とする架橋可能な
タンパク質またはポリペプチド、前記架橋可能なタンパク質の架橋を誘導する酵素、金属
イオン、および変性薬剤を含んでなり、前記架橋可能なタンパク質またはポリペプチドが
ゼラチンを含んでなり、前記酵素がトランスグルタミナーゼを含んでなり、前記金属イオ
ンがいずれの薬剤的に適合性の塩としてカルシウムを含んでなり、前記変性薬剤が尿素を
含んでなる組成物。
【請求項２】
　前記ゼラチンが少なくとも２５０ブルームである、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記カルシウム塩が塩化カルシウムまたは水酸化カルシウムの一以上を含んでなる、請
求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記カルシウムが最高１Ｍの量である、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記尿素が最高４Ｍの量である、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
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　カルシウム金属イオン封鎖剤をさらに含んでなる、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記カルシウム金属イオン封鎖剤がＥＤＴＡ、クエン酸塩、またはカルゴンの一以上を
含んでなる、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記クエン酸塩または前記ＥＤＴＡが約０．０１Ｍ～約２Ｍの量である、請求項７に記
載の組成物。
【請求項９】
　前記クエン酸塩または前記ＥＤＴＡが約０．０５Ｍ～約０．２Ｍの量である、請求項８
に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記ゼラチンに共有結合できるＰＥＧ（ポリエチレングリコール）誘導体を含んでなる
、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記ＰＥＧ誘導体がいずれのアミノ化ＰＥＧ誘導体を含んでなる、請求項１０に記載の
組成物。
【請求項１２】
　前記ゼラチンに共有結合できるＰＶＡ（ポリビニルアルコール）誘導体を含んでなる請
求項８に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記ＰＶＡ誘導体がいずれのアミノ化ＰＶＡ誘導体も含んでなる、請求項１２に記載の
組成物。
【請求項１４】
　酢酸塩をさらに含んでなる、請求項８に記載の組成物。
【請求項１５】
　可塑剤をさらに含んでなる、請求項８に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記可塑剤が、アラビアゴム、グアーガム、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ＰＥＧ
６０００、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）、クエン酸アルキルエステル、グリセロール
エステル、フタル酸アルキルエステル、セバシン酸アルキルエステル、ショ糖エステル、
ソルビタンエステル、ソルビトール、アセチル化モノグリセリド、グリセロール、脂肪酸
エステル、グリコール、プロピレングリコール、ラウリン酸、ショ糖、グリセリルトリア
セテート、ポロクサマー、フタル酸ジエチル、食用の脂肪又は油のモノ－及びジ－グリセ
リド、フタル酸ジブチル、セバシン酸ジブチル、ポリソルベート、ポリエチレングリコー
ル２００～１２，０００、カーボワックス（Ｃａｒｂｏｗａｘ）ポリエチレングリコール
、及び界面活性剤の濃度がＣＭＣ（臨界ミセル濃度）よりも高い前記界面活性剤からなる
群より選択された一つ以上であることを特徴とする請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記界面活性剤が、ポリオキシエチレン－ソルビタン－脂肪酸エステル、ポリオキシエ
チレングリコールドデシルエーテル、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンブロッ
ク共重合体、ラウリル硫酸ナトリウム、ドデシル硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸ナトリウ
ム、ラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ポロクサマー、ポロキサミン、アルキルポリグル
コシド、脂肪アルコール、脂肪酸塩、コカミドモノエタノールアミン、及びコカミドジエ
タノールアミンを含んでなる、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記界面活性剤の濃度が、前記架橋可能なタンパク質の約０．１％～約５％ｗ／ｗ乾燥
重量の範囲である、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記ポリオキシエチレン－ソルビタン－脂肪酸エステルがポリソルベート２０、２１、
０、６０、６１、６５、８０または８５の一以上を含んでなる、請求項１７に記載の組成
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物。
【請求項２０】
　アルギン酸エステル、アラビアゴム、高粘度カルボキシメチルセルロース（ＣＭＣ）、
キサンタンガム、グアーガム、及びポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）からなる群から選択
される粘度増強剤をさらに含んでなる、請求項８に記載の組成物。
【請求項２１】
　シスタミン、システイン、シアン酸塩、またはメラニンの一以上をさらに含んでなる組
成物であって、前記酵素がトランスグルタミナーゼを含んでなる、請求項８に記載の組成
物。
【請求項２２】
　アンモニア捕捉剤、封鎖剤、又は吸着剤、アンモニア代謝の刺激剤、又は細胞内アンモ
ニア取り込みの阻害剤をさらに含むことを特徴とする請求項８に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記アンモニア代謝の刺激剤または前記細胞内アンモニア取り込みの阻害剤が、Ｌ－グ
ルタミン、Ｌ－グルタミン酸塩、またはそれらの組み合わせを含んでなる、請求項２２に
記載の組成物。
【請求項２４】
　約６～約７の範囲のｐＨを有する、請求項８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記ｐＨが約６である、請求項２４に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記トランスグルタミナーゼが、カルシウム非依存性である、請求項１に記載の組成物
。
【請求項２７】
　前記トランスグルタミナーゼが、微生物性トランスグルタミナーゼである、請求項２６
に記載の組成物。
【請求項２８】
　前記トランスグルタミナーゼのタンパク質濃度が組成物の約０．０００１％～約２％ｗ
／ｗの量である、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記トランスグルタミナーゼが、組成物の約０．０１％～約１．３５％（ｗ／ｗ）の量
である、請求項２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記トランスグルタミナーゼの濃度が、組成物全体の約１～約１８０ユニット（Ｕ／ｍ
Ｌ）の範囲である、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
　酵素：ゼラチン溶液の比が約１：１～約１：５ｖ／ｖである、請求項２７に記載の組成
物。
【請求項３２】
　前記ゼラチンが動物源、組み換え源、またはそれらの組み合わせから産生される、請求
項１に記載の組成物。
【請求項３３】
　前記動物源が魚類および哺乳類からなる群より選択される、請求項３２に記載の組成物
。
【請求項３４】
　前記ゼラチンがタイプＡ（酸処理されたもの）またはタイプＢ（アルカリ処理されたも
の）である、請求項１に記載の組成物。
【請求項３５】
　前記ゼラチンが少なくとも約２５０ブルームである、請求項３４に記載の組成物。
【請求項３６】
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　前記カルシウムが存在しない場合の前記尿素の量に比べて、前記カルシウムが存在する
場合に前記尿素の量が３０％～５０％少ない、請求項１に記載の組成物。
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